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発には、Volume Extractor Ver.3.0 注 1)の基本プログラムを利用している。 
注 1）Volume Extractor Ver.3.0 は、JST 大学発ベンチャー創出推進で開発された 3 次元画像処理、表示、計測、
形状再構成機能などが可能なソフトウェアである。本ソフトウェア（Volume Extractor Ver.3.0 Release 1.0）は、
（株）アイプランツ・システムズ、代理店から販売されている（http://www.i-plants.jp/hp/）。 
 
                                    
複数の 2次元断層画像 →   3 次元画像    →    造形モデル 
 
図 1 全体の処理の流れ 
 
 
図 2 実物モデル（膝関節（石膏）、骨（ABS 樹脂）、脳（ABS 樹脂）、歯および下顎（石膏）） 
